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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

輝
か
し
い
新
春
を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
穏
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

旧
年
中
は
Ｊ
Ａ
の
各
事
業
に
格
別
な
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
６
月
６
日
に
梅
雨
入
り
し
、
６
月
29
日

に
梅
雨
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
６
月
18
日

に
は
大
阪
北
部
地
震
、
７
月
か
ら
台
風
や
豪
雨
、
ま

た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
自
然
災
害
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

木
曽
地
域
で
も
、
台
風
に
よ
る
住
宅
の
被
害
で
建

物
共
済
の
支
払
い
が
１
２
０
件
を
超
え
ま
し
た
。
王

滝
村
の
村
道
の
崩
落
や
大
桑
村
の
橋
の
流
出
、
農
作

物
で
は
主
力
品
目
の
ハ
ク
サ
イ
や
イ
ン
ゲ
ン
が
干
ば

つ
や
長
雨
に
よ
る
品
質
の
低
下
や
数
量
減
に
見
舞
わ

れ
、
稲
作
も
刈
り
取
り
や
脱
穀
が
遅
れ
ま
し
た
。
畜

産
で
は
粗
飼
料
確
保
に
も
影
響
が
現
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
被
害
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
政
面
で
は
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
が
昨
年
の
年
末

に
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
本
年
の
２
月
に
も
発
効
さ
れ
、

米
国
と
の
日
米
物
品
貿
易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
な
ど
に

よ
る
市
場
開
放
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
私
た
ち
は
、
国
の
進
め
る
今
年
５
月

ま
で
の
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
の
中
で
組
合
員
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
次
年
度
か
ら
始
ま
る
三
カ
年

計
画
の
樹
立
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
あ
る
と
便
利

な
農
協
で
な
く
、「
な
く
て
は
な
ら
な
い
農
協
」
と

し
て
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
進
め
、
本
年
の
平
成
か
ら
元

号
の
変
わ
る
新
時
代
に
向
け
、
役
職
員
一
同
、
一
層

の
努
力
を
し
、
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ

り
、
災
害
の
な
い
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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　12月４日　恒例の「ＪＡ共済アンパンマンこ
どもくらぶ」のクリスマス会を木曽町の木曽福
島保健センターで開き、29組の親子66人が参
加しました。子どもの手形足形でクリスマスツ
リーアートを楽しんだり、親子でケーキを食べ
たりして交流を深めました。ＪＡ職員がサンタ
クロースに扮して子どもたち全員にプレゼント
を手渡し、終わりにサンタクロースとじゃんけ
ん大会を行って、スペシャルプレゼントを当て
るゲームを行いました。初めて参加した親子は
「子どもと一緒に楽しめてよかった」と楽しそ
うに話しました。

　12月３日　大桑村内の木曽川に架かる橋梁
整備及びアクセス道路整備工事に伴い立ち退き
移転となるＪＡ大桑支所の新事務所起工式を、
現支所隣接の建設地で執り行いました。2019
年７月の営業開始を目指して工事を進めます。
新支所は鉄骨平屋建て、延べ床面積364.80平
方メートルです。
　起工式にはＪＡ役職員、工事関係者、貴舟豊
大桑村長、地権者ら約20人が出席し、工事の
安全を祈願しました。髙橋德組合長は「大桑支
所は地域のみなさまのためになくてはならない
役割を担っている。気軽に利用してもらえる支
所をめざし、無事に完成することを願ってい
る」と挨拶しました。

　ＪＡ王滝支所の漬物加工場で王滝小学校３年
生と４年生の児童が王滝村特産のすんき漬と赤
かぶ漬の体験を11月21日と12月５日に行いま
した。９月に同支所の畑で種まきの作業から始
め、収穫を経て茎葉とカブの洗浄をそれぞれ
行った後に、漬ける作業に入りました。すんき
漬は茎葉の湯通し後にすんきの種を混ぜて漬け
る体験を行い、赤かぶ漬は大小のポリ樽に塩を
まぶしながらカブを入れていく作業を体験しま
した。赤かぶ漬体験について児童は「カブを機
械で洗うのは楽だけど、手で洗うのは大変だっ
た。きれいに洗えてよかった」 と話しました。

　12月６日 長野県中央家畜市場（木曽町）で
定例の12月市場が開かれ、和牛子牛347頭が
上場し、全頭が成立しました。子牛全体の平
均価格は前回10月市場より107,249円高い
830,558円（税込）と、年末の枝肉需要期の市
場ということで子牛の引き合いが強まって価格
が大幅に上昇し、活発な取引となりました。去
勢子牛の平均価格は871,902円（同）で前回
市より90,066円上回り、雌子牛の平均価格は
776,892円（同）で前回市より122,821円上
回りました。セリ前に行われた子牛共進会の木
曽管内結果は次の通りです。去勢牛：最優秀賞
＝尾崎文雄さん（木曽町日義）、優秀賞＝田中
昭人さん（木曽町開田高原）。雌牛：最優秀賞
＝田中昭人さん（木曽町開田高原）

親子で楽しく、こどもくらぶクリスマス会

大桑支所起工式、無事完成を願う

王滝小３・４年生、すんき・かぶ漬作り体験

12月家畜市場、年末需要期入り価格大幅上昇

足形でクリスマスツリーアートを楽しむ親子足形でクリスマスツリーアートを楽しむ親子

玉串をささげ礼拝する髙橋德組合長玉串をささげ礼拝する髙橋德組合長

すんき漬と赤かぶ漬を体験する児童らすんき漬と赤かぶ漬を体験する児童ら

大勢の購買者で活発に取引された市場のセリ大勢の購買者で活発に取引された市場のセリ
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皆様からの情報提供をお待ちしています。
ＪＡ木曽企画管理部 ☎０２６４－２２－２１２８

開催し、郷愁を誘う二胡の調べと美しいメロディ
を聴いていただきました。
　特別企画の「相撲ファンの集い」では、大相撲
関脇・御嶽海関の母親である大道マルガリータさ
んをお招きし、当ホール職員とインタビュー形式
の対談を行いました。御嶽海関の生い立ちから子
ども時代のこと、相撲界に入る時のこと、初優勝
した時の話題などについて聞き取りし、合間に○
×で答えるクイズを来場者に出して楽しんでもら
いました。
　会場では100円寿司＆うどんの提供、BINGO
大会、フラワーアレンジ教室の開催、紳士服や呉
服などの展示販売も行いました。

　11月18日　葬祭施設ＪＡ虹のホールきそでは
平成24年11月にオープンして６周年を記念した
感謝祭を同ホールで開催しました。日頃の感謝と
地域に密着した安心感のあるサービスをお届けす
る虹のホールへの理解と利用拡大を図ろうと大人
から子どもまで楽しめる様々なイベントを催し、
家族連れなど約100人が来場しました。開催に先
立ち挨拶した㈱長野エーコープサプライの内田正
俊常務取締役は「組合員・地域の皆様のお役に立
つ施設として、精一杯の真心でお手伝いしてまい
りたい」と述べました。午前の「小さな花束コン
サート」では昨年に続き好評だった劉鉄鋼氏の二
胡と越智健二氏のピアノ演奏によるコンサートを

■ お会計は現金またはクレジットカードの表示ボ
タンを押してお支払いください。

■ 金券（商品券・お買物券・ギフト券・ビール券）
などをご使用の際は、レジ係にお渡しください。
お会計金額より、金券の額面分をお引きします。

※ 今までの通常レジもありますので、ご不明な点があり
ましたら、お気軽に近くの店員にお声掛けください。

おかげさまで６周年、「ＪＡ虹のホールきそ」大感謝祭開催

Ａ・コープきそ店、セミセルフレジ導入稼働開始。県下Ａ・コープ全店導入へ

来場者のクイズの答えに応えるマルガリータさん来場者のクイズの答えに応えるマルガリータさん来場者の心の癒しになればと開いた二胡とピアノの演奏来場者の心の癒しになればと開いた二胡とピアノの演奏

　Ａ・コープきそ店は12月５日、来店客が自分で
会計を済ませる「セミセルフレジ」を導入し稼働
を始めました。レジの待ち時間短縮により、レジ
業務の効率化や接客サービス向上をめざします。
　セミセルフレジは、店員が商品のバーコードを
読み取った後、隣の精算機で来店客が支払いを済
ませる仕組みとなっています。同店では４台のセ
ミセルフレジを設置し、１台につき精算機２台を
備えるとともに、店員が商品をレジにかけて精算
も行う従来型のレジも１台設置しました。
　稼働当初は、セミセルフレジの操作方法が分か
らず戸惑っているお客様も見えましたが、店員の
案内でご利用いただいております。

操作方法がわからない場合は店員が対応します操作方法がわからない場合は店員が対応します

「セミセルフレジ」とは？？「セミセルフレジ」とは？？
レジ係がスキャン（商品登録）を行い、お会計
をお客様が精算機で行っていただくレジのこと
です。
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女性部だより 各本支部の各本支部の
主な活動について主な活動について

紹介します。紹介します。

クリスマスツリーをアレンジクリスマスツリーをアレンジ 県大会、堂々の準優勝に輝く県大会、堂々の準優勝に輝く 上松支所女子職員と料理教室で交流上松支所女子職員と料理教室で交流

上松支部

12月８日　支部女性部員18人
と上松支所女性職員７人が「家
の光」記事活用の料理教室に
参加し交流を深めました。メ
ニューは「ハンバーグ」「中華
コーンスープ」「大根とカリカ
リ油揚げのサラダ」「モモの
チーズケーキ」など５品をグ
ループごとに分担しながら作り
上げました。料理後のごはん会
では和気あいあいに歓談するな
ど楽しい交流会となりました。

スコップ三味線ＫＩＳＯ小町

12月９日　スコップ三味線グ
ループ「ＫＩＳＯ小町」が富士
見町で開催された「第２回津軽
スコップ三味線長野県大会」で
７団体出場する中、準優勝に輝
く演奏を披露しました。講師の
征矢野隆夫さんの指導の下、昨
年の結成から積み上げた練習に
よってレベルを上げました。来
年は優勝をめざして頑張りま
す。

さわやか教室

12月16日　ＪＡ虹のホールき
そでクリスマスツリーをイメー
ジしたフラワーアレンジを学
びました。午前と午後に分け、
45人が参加しました。花材は
コニファー、ガーベラ、カー
ネーション、洋ラン、姫リン
ゴなど10種類を使用しました。
部員たちは講師の指導を受けな
がら、花材の丈の長さや角度な
どを工夫し、可愛らしいクリス
マスツリーに仕上げました。

　木曽町の熊沢地
区在住の女性部員
11人が石鹸を土
台にしてバラやか
すみ草などでアレ
ンジした花を布地
で包む可愛らしい
アートフラワーを
作りました。

12月１日　熊沢地区在住女性部活動
手芸教室「サボンアートフラワーを作る」手芸教室「サボンアートフラワーを作る」

　振り込み詐欺など特
殊詐欺の被害にあう被
害者が後を絶たない
今、その現状を木曽警
察署員を招いて説明し
てもらい、巧妙化する
詐欺の被害から身を守
る対策について学びま
した。17人参加。

12月４日　さわやか教室
特殊詐欺対策講座で詐欺から身を守ろう！特殊詐欺対策講座で詐欺から身を守ろう！

　開田末川のデイサービスセンターうめばち荘で利用
者のレクリエーションとしてスコップ三味線の演奏と

フラダンスを
披露。利用者
もスコップを
たたくなど楽
しんでいただ
きました。

11月21日　ボランティア活動
デイサービスセンターでスコップ三味線とフラダンスを披露デイサービスセンターでスコップ三味線とフラダンスを披露

　グループホームを運営するグレイスフル日義で手話
ダンスを披露しました。利用者にも手話ダンスを楽し

んでもらおう
と覚えやすい
簡単な手話で
「夕焼けこや
け」を一緒に
行いました。

11月25日　ボランティア活動
手話ダンス“ささゆり”グループホームで披露手話ダンス“ささゆり”グループホームで披露
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特集❶

Ｊ
Ａ
自
己
改
革

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
通
じ
て

を
通
じ
て
地
域
地
域
のの
農
業
農
業
とと
く
ら
し

く
ら
し
をを
守
ろ
守
ろ
う
！
う
！

＝ 

組
合
員
組
織
全
体
集
会
で
意
思
確
認 

＝

女優・藤田弓子 さん
演題
「いつも何かに
　　　ときめいていよう
 ～声掛けからはじまる地域の絆」

特別決議で、国や政府に対して特別決議で、国や政府に対して
地域の農業とくらしを守るため地域の農業とくらしを守るため
の声明文を読み上げるＪＡ木曽の声明文を読み上げるＪＡ木曽
野菜生産部会長の志水敏春さん野菜生産部会長の志水敏春さん

挨拶する髙橋組合長挨拶する髙橋組合長

楽しく生き生きとときめいて暮らすには、楽しく生き生きとときめいて暮らすには、
自分の周りの人たちと言葉を交わすこと自分の周りの人たちと言葉を交わすこと
だ。“ありがとう”“ほめる”“名前を呼ぶ”だ。“ありがとう”“ほめる”“名前を呼ぶ”
という、人に言われて幸せになる言葉につという、人に言われて幸せになる言葉につ
いて、ユーモア交えた楽しい話をしていたいて、ユーモア交えた楽しい話をしていた
だきました。だきました。

　

各
生
産
部
会
や
女
性
部
等
の
組
合
員

組
織
が
一
堂
に
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
活
動
報
告
や
発
表
を
行
い
、
仲
間
づ

く
り
と
組
織
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の

組
合
員
組
織
全
体
集
会
が
１
月
25
日
、

木
曽
文
化
公
園
文
化
ホ
ー
ル
（
木
曽
町

日
義
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
組
織
の
部
会
組
織
構
成
員
や
Ｊ
Ａ

役
職
員
ら
約
４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
農
畜
産
功
労
者
等
表
彰
・
伝
達

式
、
組
合
員
活
動
発
表
、
組
合
員
セ
ミ

ナ
ー
、
当
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
報
告
、
そ

し
て
、
女
優
・
藤
田
弓
子
さ
ん
の
記
念

講
演
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
終
了
後
に
、「
加
速
す
る

自
由
貿
易
か
ら
地
域
の
農
業
と
く
ら
し

を
守
り
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
す
す
め
る

特
別
決
議
」
を
行
い
、
組
織
全
体
の
意

思
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
集
会
開
催
中
、
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー

で
は
、
女
性
部
の
さ
わ
や
か
教
室
な
ど

で
制
作
し
た
作
品
の
展
示
や
Ｊ
Ａ
自
己

改
革
の
取
り
組
み
の
一
環
で
あ
る
支
所

毎
発
行
の 「
支
所
だ
よ
り
」 

を
掲
示
し
、

Ｊ
Ａ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
始
ま
る
３
カ
年
計

画
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
に
開
催
し
た

Ｊ
Ａ
長
野
県
大
会
で
「
食
と
農
で
地
域
に

笑
顔
を
作
り
ま
す
」
を
Ｊ
Ａ
長
野
県
グ

ル
ー
プ
の
新
た
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
設

定
し
、
経
済
環
境
や
少
子
高
齢
化
等
の
環

　

本
集
会
開
会
に
先
立
ち
、
髙
橋
德
組
合

長
は
、
畜
産
・
野
菜
・
花
卉
等
各
生
産
部

会
や
女
性
部
、
年
金
友
の
会
な
ど
の
部
会

等
組
織
の
活
動
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
国
が
進
め
る
農
協
改
革

や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
、
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
と
の
貿

易
協
定
に
関
す
る
問
題
で
さ
ら
な
る
市
場

開
放
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
今
後
、

Ｊ
Ａ
が
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
な

が
ら
作
成
す
る
来
年
度
か
ら
始
ま
る
３
カ

年
計
画
に
お
い
て
、「
あ
る
と
便
利
な
農

協
で
は
な
く
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
農
協

と
し
て
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
進
め
、
役
職
員

一
同
一
層
の
努
力
を
し
て
組
合
員
の
負
託

に
応
え
て
い
き
た
い
」 

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ 
 

と
し
て
自
己
改
革
を
進
め
る

食
と
農
で
地
域
に
笑
顔
を

記念講演 境
の
変
化
の
中
で
引
き
続
き
農
業
所
得
の

向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
将
来
に
わ

た
り
組
合
員
の
営
農
と
暮
ら
し
を
し
っ

か
り
守
り
、
地
域
に
笑
顔
の
輪
を
作
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
長
野

中
央
会
松
本
支
所
の
都
筑
伸
一
支
所
長
は

「
こ
れ
か
ら
は
組
合
員
と
の
対
話
を
通
じ

て
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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和牛枝肉共励会和牛枝肉共励会
最優秀賞受賞の黒内さん最優秀賞受賞の黒内さん

子牛共進会子牛共進会
最優秀賞受賞の田中さん最優秀賞受賞の田中さん

木曽郡農産物品評会受賞の木曽郡農産物品評会受賞の
田尻さん （左）と志水さん （右）田尻さん （左）と志水さん （右）

農畜産功労者受章の皆さん農畜産功労者受章の皆さん

表　
　

彰
（
敬
称
略
）

組合員活動発表組合員セミナー

　

檀
上
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
真
を
ス
ラ
イ
ド
し

な
が
ら
、
平
成
28
年
か
ら
２
年
間
の
活
動
を

振
り
返
り
発
表
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
は
『
明
る
く
元
気
な
活
動
で

仲
間
と
地
域
の
輪
を
広
げ
よ
う
』
を
モ
ッ

ト
ー
に
仲
間
作
り
と
共
に
楽
し
み
や
生
き
が

い
を
求
め
た
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

旅
行
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
さ
わ
や
か
教

室
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
活

動
、
各
支
部
の
活
動
な
ど
様
々
な
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
女
性
部
が
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
き
た
「
食
の
安
心
・
安
全
」
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
活
動
に
つ
い
て
熱
の
こ
も
っ

た
発
表
を
し
ま
し
た
。

　

相
続
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け

て
不
安
を
解
消
し
、
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
円
滑

な
相
続
を
し
て
も
ら
う
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

聴
講
し
ま
し
た
。

　

相
続
の
基
本
的
な
仕
組
み
か
ら
説
明
し
、

改
正
相
続
法
や
相
続
ト
ラ
ブ
ル
の
背
景
、
遺

言
書
の
書
き
方
、
相
続
税
対
策
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　

遺
言
の
作
成
で
は
、
子
ど
も
の
い
な
い
夫

婦
こ
そ
特
に
遺
言
を
残
し
て
お
か
な
い
と
、

遺
産
相
続
で
大
変
苦
労
を
す
る
こ
と
に
な
る

そ
う
で
す
。
相
続
で
も
め
な
い
た
め
に
は

「
普
段
か
ら
家
族
が
円
満
で
あ
る
こ
と
が
一

番
。
日
頃
か
ら
家
族
が
集
ま
っ
た
時
に
、
言

葉
に
出
し
て
意
思
を
伝
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

【
農
畜
産
功
労
者
】

  《
特
産
振
興
》

　

農
業
特
産
振
興
に
貢
献
（
茶
業
）

　
　

林　
　

利
光
（
南
木
曽
町
）

  《
農
事
園
芸
》

　

野
菜
生
産
振
興
貢
献
（
御
嶽
は
く
さ
い
）

　
　

藤
原　
　

博
（
木
祖
村
）

　
　

田
上　

善
朗
（
木
曽
町
開
田
高
原
）

　

農
業
生
産
維
持
に
貢
献

　
　

田
口
今
朝
雄
（
木
曽
町
開
田
高
原
）

  《
畜
産
》

　

畜
産
振
興
に
貢
献

　
　

永
瀬　
　

満
（
木
祖
村
）

　
　

三
沢　

千
秋
（
木
曽
町
日
義
）

【
木
曽
郡
農
産
物
品
評
会
】

☆
木
曽
地
域
振
興
局
長
賞

   《
は
く
さ
い
》

　
　

志
水　

敏
春
（
木
曽
町
開
田
高
原
）

☆
木
曽
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
賞

   《
う
る
ち
玄
米
》

　
　

田
尻
新
次
郎
（
上
松
町
）

☆
木
曽
農
業
協
同
組
合
長
賞

   《
ぶ
な
し
め
じ
》

　
　

井
口　

英
樹
（
木
曽
町
福
島
）

【
表
彰
伝
達
】

☆
長
野
県
中
央
家
畜
市
場
子
牛
共
進
会

   「
去
勢
の
部
」
最
優
秀
賞

　
　

田
中　

昭
人
（
木
曽
町
開
田
高
原
）

☆
第
39
回
信
州
和
牛
枝
肉
共
励
会

　

最
優
秀
賞

　
　

黒
内　

拓
美

ＪＡ木曽女性部の取り組み
＝明るく元気に楽しい活動を＝

（発表者）前女性部長　松原  ひろみさん

円滑な相続の実現のために
～遺言書の活用～

（講師）ＪＡ長野信連審議役　宮川  ルリ子さん
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篠
しの

原
はら

　将
まさ

宏
ひろ

 さん
☆昭和60年生まれ

塩尻市奈良井塩尻市奈良井  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　３歳の娘を見ていると、何をやるにも全力　３歳の娘を見ていると、何をやるにも全力
で行動しています。そんな姿に刺激を受け、で行動しています。そんな姿に刺激を受け、
日常に新たな視点とチャレンジ精神を持ちた日常に新たな視点とチャレンジ精神を持ちた
いと思います。いと思います。
私の夢私の夢
　アウトドアの幅広い知識を身に着けたいで　アウトドアの幅広い知識を身に着けたいで
す。家族と一緒に自然や四季を楽しめる暮らす。家族と一緒に自然や四季を楽しめる暮ら
しをしていきたいです。しをしていきたいです。

織
お

田
だ

　 藍
あい

 さん
☆平成10年生まれ
公務員  　　

萩
はぎ

野
の

　一
かず

樹
き

 さん
☆平成６年生まれ
畜産業　　　

上松町上松町  在住  在住    

木曽町三岳木曽町三岳  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　就職してから運動する機会が少なくなり、　就職してから運動する機会が少なくなり、
運動不足を感じています。今年は積極的にス運動不足を感じています。今年は積極的にス
ポーツしたいです。ポーツしたいです。
私の夢私の夢
　全国にはたくさんの名所があると思うの　全国にはたくさんの名所があると思うの
で、名所巡りをしたいです。で、名所巡りをしたいです。

今年の抱負今年の抱負
　繁殖牛・子牛の増頭や牛舎の増築などの規　繁殖牛・子牛の増頭や牛舎の増築などの規
模拡大をめざし、計画をして実行に移してい模拡大をめざし、計画をして実行に移してい
きたいです。きたいです。
私の夢私の夢
　たくさんの人に頼られるような牛飼いのプ　たくさんの人に頼られるような牛飼いのプ
ロフェッショナルになれればいいなぁ、と思ロフェッショナルになれればいいなぁ、と思
います。います。

和
いずみ

泉　眞
ま

弓
ゆみ

 さん
☆昭和40年生まれ  　　
 自営業（民宿）、農業

木曽町開田高原木曽町開田高原  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　民宿で使う野菜は自分たちの手で作ろう、　民宿で使う野菜は自分たちの手で作ろう、
と始めた農業が忙しくなり、本業が滞る有と始めた農業が忙しくなり、本業が滞る有
様。今年は上手に両立出来るよう頑張りたい様。今年は上手に両立出来るよう頑張りたい
です。です。
私の夢私の夢
　日々の慌しさから近年実現していない家族　日々の慌しさから近年実現していない家族
旅行。遠くに行ってみたいですね。旅行。遠くに行ってみたいですね。

有
あり

村
むら

　凌
り

空
く

 さん
☆平成16年生まれ
中学生  　　

王滝村王滝村  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　今年は高校生になり、新生活が始まりま　今年は高校生になり、新生活が始まりま
す。高校へ行っても中学から続けている陸す。高校へ行っても中学から続けている陸
上の砲丸投げをやります。北信越を目指し、上の砲丸投げをやります。北信越を目指し、
12ｍを目標に練習していきます。12ｍを目標に練習していきます。
私の夢私の夢
　一つでも多く全国レベルの大会に出場でき　一つでも多く全国レベルの大会に出場でき
るような選手になることです。るような選手になることです。
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笹
ささ

川
がわ

　高
たか

広
ひろ

 さん
☆昭和46年生まれ
農業  　　　

木祖村木祖村  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　仕事や子育てを家族で協力し、頑張りたい　仕事や子育てを家族で協力し、頑張りたい
です。特に辛い時や大変な時は笑顔を忘れです。特に辛い時や大変な時は笑顔を忘れ
ず、心を広く持って一年間楽しく、充実したず、心を広く持って一年間楽しく、充実した
日々を過ごしたいと思います。日々を過ごしたいと思います。
私の夢私の夢
　まだ先の事ですが、子育てが一段落した　まだ先の事ですが、子育てが一段落した
ら、妻と一緒に全国の温泉を巡り、その土地ら、妻と一緒に全国の温泉を巡り、その土地
の美味しい物の食べ歩きや観光をしたいでの美味しい物の食べ歩きや観光をしたいで
す。す。

青
あお

木
き

  みゆき さん
☆昭和50年生まれ

野
の

口
ぐち

　修
しゅう

吉
きち

 さん
☆昭和31年生まれ
建築業  　　

南木曽町南木曽町  在住  在住    

木曽町福島木曽町福島  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　子供や下宿生が目標や夢へ向っていけるよ　子供や下宿生が目標や夢へ向っていけるよ
うに、日常生活からしっかりと支えていきたうに、日常生活からしっかりと支えていきた
い。子供たちに負けないように私もチャレンい。子供たちに負けないように私もチャレン
ジの年にします。ジの年にします。
私の夢私の夢
　子供たちが自分の道を自立して歩み始めた　子供たちが自分の道を自立して歩み始めた
ら、社会貢献活動ができたらいいなぁと思っら、社会貢献活動ができたらいいなぁと思っ
ています。そして穏やかに暮らしたい。ています。そして穏やかに暮らしたい。

今年の抱負今年の抱負
　今年も色々なものに興味を持って挑戦して　今年も色々なものに興味を持って挑戦して
いきたいと思います。また、体に気をつけないきたいと思います。また、体に気をつけな
がら頑張ります。がら頑張ります。
私の夢私の夢
　子供、孫たちが成長していく中、時間があ　子供、孫たちが成長していく中、時間があ
れば、皆で家族旅行に行けたらと思います。れば、皆で家族旅行に行けたらと思います。

越
こし

取
とり

  真
ま

理
り

子
こ

 さん
☆昭和57年生まれ

木曽町日義木曽町日義  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　家族でいっぱいお話しをすることです。主　家族でいっぱいお話しをすることです。主
人や４人の息子たちと今日あった出来事や楽人や４人の息子たちと今日あった出来事や楽
しかったことなど、みんなでたくさんのお話しかったことなど、みんなでたくさんのお話
しをしたいです。しをしたいです。
私の夢私の夢
　末っ子の双子たちもお出掛けできる歳にな　末っ子の双子たちもお出掛けできる歳にな
りましたので、家族で色々な所へ遊びに行きりましたので、家族で色々な所へ遊びに行き
たいです。たいです。

高
たか

橋
はし

　一
いち

郎
ろう

 さん
☆昭和20年生まれ
農業  　　　

大桑村大桑村  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　繁殖牛の飼育をしながら村内の繁殖セン　繁殖牛の飼育をしながら村内の繁殖セン
ターから子牛を導入して頑張りたい。米作りターから子牛を導入して頑張りたい。米作り
は今の田の面積を維持しておいしい米を作りは今の田の面積を維持しておいしい米を作り
たいです。たいです。
私の夢私の夢
　地域の皆さんのつながりを大事にしたいで　地域の皆さんのつながりを大事にしたいで
す。米作りも勉強しながら、田の面積を減らす。米作りも勉強しながら、田の面積を減ら
さず、作りたいです。繁殖牛の飼育も頑張りさず、作りたいです。繁殖牛の飼育も頑張り
たいです。たいです。

特集❷
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　家庭菜園等で野菜作りをしていて、気になるのが害虫からの被害でしょうか。害虫からの被害を防ぐ
と一言で言っても、どこからともなく飛来する害虫をどのように対策すればよいのでしょうか。頭の痛
いところですね。害虫対策としては「害虫の発生を防ぐ環境」を作ることが大切であると言われていま
す。一般的によく見かける害虫はヨトウムシやアオムシ、アブラムシなどですが、今回は昨年相談が多
かった害虫についてご紹介します。害虫の特徴を知ることによって被害を防ぎましょう。

■ダイコンサルハムシ
  《特徴》
　 　成虫は体長４ミリ程度の黒い小さな虫ですが、ハクサイやミズナ、コマツナ
など、アブラナ科に広く発生し、幼虫成虫共に加害します。
　　大量発生した場合は葉脈を残して丸坊主にされてしまうことがあります。
　 　成虫が石垣の隙間や草むらなどで越冬しますが春夏にはあまり活動を行わ
ず、晩夏から秋にかけて作物に移動し加害します。
　 　成虫はほとんど飛行をせず、歩いて移動するため、近くに草むらや石垣があ
るところでは被害が頻発します。

  《防除について》
　 　成虫の集まっている時を見計らってモスピラン水和剤等の登録のある薬剤を
使用してください。１、２日たって幼虫成虫共に姿が見られなくなったら効果
があったと判断します。

■キスジノミハムシ
  《特徴》
　 　成虫は体長２～３ミリ程度で姿は黒地に黄色のすじがあり、危険を感じると
ノミのように跳ぶためこの名前がついています。よく葉の裏や中心部にいるの
が見られます。
　 　成虫はアブラナ科の野菜の葉を、幼虫は根部を加害します。特に問題となる
のは幼虫によるカブやダイコンの根部の加害です。
　 　カブやダイコンの肌が網目状に加害されるため非常に見た目が悪くなり、販
売する場合は著しく商品価値が下がってしまいます。
　 　成虫で越冬し年に３回から５回発生します。アブラナ科の野菜を連作すると
幼虫が地中に残っているため多発します。

  《防除について》
　 　植え付け時にフォース粒剤やダイアジノン５粒剤などの登録されている薬剤
を使用します。これらの薬剤は30日程度で効果が切れますので、生育期間中
に成虫が見られたときはモスピラン水和剤やハチハチ乳剤などの薬剤の追加で
防除を行います。

　　家庭菜園アドバイス　　家庭菜園アドバイス 相談が多かった害虫について

ダイコンサルハムシ幼虫

ダイコンサルハムシ成虫

ダイコン根部の被害

キスジノミハムシ

葉の被害

根の被害
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健
康
百
科

健健健健健健
康康康康康康
百百百百百百
科科科科科科

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長

松
島　

松
翠

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

おおおお
天天天天
気気気気
カカカカ
レレレ
ンンンン
ダダダダ
ーー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）

檜
山　

靖
洋

手
荒
れ
を
防
ぐ
に
は

　

毎
年
冬
に
な
る
と
、
手
荒
れ
が
ひ
ど

く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
、

炊
事
や
洗
濯
な
ど
の
手
を
使
う
仕
事
が

加
わ
る
と
、
余
計
に
手
荒
れ
が
ひ
ど
く

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
ど
う

し
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。

　

寒
く
な
る
と
湿
度
も
下
が
り
、
空
気

が
乾
燥
し
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
皮
膚

も
乾
燥
し
、
皮
膚
の
一
番
外
側
に
あ
る

角
層
が
障
害
さ
れ
や
す
く
、
そ
れ
が
手

荒
れ
を
起
こ
し
や
す
く
し
ま
す
。

　

ま
ず
皮
膚
に
対
す
る
刺
激
を
で
き
る

だ
け
避
け
る
こ
と
で
す
。
ま
ず
食
器
洗

い
や
洗
濯
な
ど
の
水
仕
事
を
す
る
と
き

は
、
洗
剤
な
ど
の
刺
激
物
に
直
接
触
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

症
状
の
現
れ
方
は
、
ま
ず
手
が
カ
サ

カ
サ
し
て
乾
燥
し
ま
す
。
そ
の
後
、
赤

味
が
出
て
炎
症
が
起
き
、
湿
疹
や
か
ゆ

み
を
伴
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
炎
症
が

強
く
な
る
と
、
ひ
び
割
れ
が
起
き
、
時

に
は
手
を
使
う
仕
事
が
で
き
な
い
ほ
ど

の
痛
み
が
出
て
き
ま
す
。

　

冬
場
に
、
お
湯
な
ど
で
食
器
洗
い
を

す
る
と
、
皮
膚
の
表
面
を
覆
っ
て
い
る

皮
脂
が
流
さ
れ
て
、
皮
膚
が
乾
燥
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
水
仕
事

の
際
は
、
ゴ
ム
手
袋
を
着
け
て
行
う
よ

う
に
し
ま
す
。
皮
膚
の
弱
い
人
の
場
合

は
、
ゴ
ム
手
袋
だ
け
で
は
か
ぶ
れ
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
木
綿
の
手
袋

の
上
に
ゴ
ム
手
袋
を
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

手
荒
れ
の
予
防
に
は
、
手
を
使
っ
た

後
は
、
き
ち
ん
と
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
水
で
ぬ
れ
た
手
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
手
が
乾
く
と
き
に

角
層
の
水
分
も
蒸
発
し
て
し
ま
う
た

め
、
皮
膚
が
余
計
に
乾
燥
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

水
仕
事
後
の
ぬ
れ
た
手
は
、
き
ち
ん

と
水
分
を
拭
き
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
そ
の
後
す
ぐ
、
保
湿
剤

を
塗
っ
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

主
な
保
湿
剤
に
は
、
油
性
の
ワ
セ
リ

ン
や
尿
素
入
り
の
ク
リ
ー
ム
、
乳
液
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
手
荒
れ
を
起
こ

す
人
は
、
日
頃
か
ら
予
防
の
た
め
に
水

仕
事
の
後
や
入
浴
後
な
ど
に
、
小
ま
め

に
塗
っ
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　

２
月
は
「
如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）」
と

も
い
い
ま
す
。「
小
草
生
月
（
お
ぐ
さ

お
い
づ
き
）」
や
「
草
木
張
月
（
く
さ

き
は
り
づ
き
）」
と
い
う
別
名
も
あ
り

ま
す
。

　

２
月
に
な
る
と
暖
か
い
日
が
出
て

き
ま
す
。「
光
の
春
」
と
い
う
言
葉
も

あ
る
よ
う
に
、
日
差
し
は
確
か
に
明

る
さ
・
強
さ
を
増
し
て
き
ま
す
。
小

草
生
月
や
草
木
張
月
と
い
う
言
葉
が

表
す
よ
う
に
、
日
差
し
の
強
さ
、
気

温
の
上
昇
に
よ
り
、
小
さ
な
草
が
あ

ち
こ
ち
で
芽
吹
き
ま
す
。
茶
色
一
色

だ
っ
た
風
景
に
少
し
ず
つ
緑
が
加
わ

り
ま
す
。
小
さ
な
生
命
の
力
強
さ
を

感
じ
、
生
き
生
き
と
し
た
気
分
を
味

わ
え
る
季
節
で
す
。
草
生
え
る
季
節

か
ら
次
第
に
山
笑
う
季
節
と
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

暖
か
い
日
が
あ
っ
て
も
ま
だ
寒
さ

が
残
り
ま
す
。
如
月
は
「
衣
更
着
」

と
も
書
き
ま
す
。
寒
さ
が
戻
り
、
衣

服
を
さ
ら
に
着
る
こ
と
が
あ
る
た
め

で
す
。
気
温
の
変
化
が
大
き
く
体
調

を
崩
し
や
す
い
で
す
。
風
邪
を
ひ
か

な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

草
生
え
る
季
節
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⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

七
色
の
彩
り
ま
と
う
大
楓
そ
の
太
き
幹
に
風
雪
の
跡

大　

桑　
 

髙　

橋　

志
げ
子

霜
月
の
祭
り
の
面お
も

も
か
ぶ
り
た
り
遠
山
郷
に
三み

年と
せ

過
ご
し
て

大　

桑　

 
樋　

田　

平　

好

お
の
が
つ
と
め
終
え
て
や
す
ら
ぐ
か
蝶
一
羽
秋
草
の
も
と
に
羽
を
た
た
め
り

大　

桑　

 

科　

野　

八　

重

言
の
葉
を
拾
ひ
集
め
て
埋
め
た
し
砕
け
飛
び
た
る
そ
の
言
の
葉
を

上　

松　

 

古　

田　

澄　

子

も
み
ぢ
舞
ひ
散
る
を
眺
め
つ
つ
ヴ
エ
ル
レ
ー
ヌ
の
詩
を
口
ず
さ
む
日
曜
の
午
後

上　

松　

 

原　
　
　

き
よ
子

牧
水
は
日
に
酒
一
升
飲
ん
だ
と
い
う
わ
れ
は
焼
酎
一
合
で
足
る

上　

松　

 

野　

口　

英　

作

秋
空
に
快
音
響
き
谺
す
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
ひ
ね
も
す
楽
し
む

三　

岳　

 

小　

坂　

信　

子

一
発
で
バ
バ
ー
ン
と
エ
ン
ジ
ン
か
か
り
た
り
至
福
の
時
ぞ
日
暮
れ
草
刈
る

新　

開　

 

池　

井　

十
与
子

平
成
の
賀
春
は
こ
れ
で
終
わ
り
な
り
次
な
る
年
の
年
号
は
な
に

開　

田　

 

小　

池　
　
　

研

表
編
み
裏
編
み
と
編
み
つ
ぎ
枯
葉
色
の
セ
ー
タ
ー
と
な
る
一
本
の
糸
が

木　

祖　

 

佐
々
木　

千
代
子

焼
酎
と
広
辞
苑
と
で
吾
が
喜
寿
を
息
子
は
労
ひ
励
ま
し
く
る
る

木　

祖　

 

伊　

藤　

秀　

之

あ
と
一
歩
も
う
一
息
と
励
ま
さ
れ
峠
路
歩
く
八
十
の
旅奈

良
井　

 

工　

藤　

勇　

三

佳　

 

作

【
選
評
】
① 

長
く
姑
様
と
暮
ら
さ
れ
た
作
者
で
し
ょ
う
。
具
体
的
に
詠
い
、
実
感
の
籠
っ
た
整
っ
た
佳
い

作
品
で
す
。

②
岐
阜
県
が
発
祥
地
の
富
有
柿
が
届
き
、
卒
寿
の
叔
母
様
が
お
元
気
そ
う
で
嬉
し
い
一
首
で

す
。
結
句
は
作
者
独
特
の
感
性
と
表
現
。

③
農
業
に
日
々
励
む
作
者
。
収
穫
の
時
期
、
そ
の
喜
び
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

秀　

 
作

①

亡
き
姑は
は

の
形
見
の
杖
が
手
に
馴
染
み
今
は
我
が
身
を
支
え
て
く
れ
る

南
木
曽　

 

林　
　
　

紀
美
子

②

美
濃
に
住
む
卒
寿
の
叔
母
か
ら
富
有
柿
届
く
ま
め
で
居
る
よ
と
朱
色
あ
ふ
る
る

王　

滝　

 

三　

浦　

美　

春

③

こ
の
年
も
程
良
く
育
ち
し
菜
に
大
根
気
負
い
て
穫
る
背
に
秋
の
陽
温
し

日　

義　

 

越　

取　

思
正
子

じ
わ
じ
わ
と
酸
味
濃
く
す
る
す
ん
き
漬

野
良
に
出
る
我
に
綿
虫
舞
ひ
ま
と
ふ

鎌
と
鋤
研
ぎ
て
勤
労
感
謝
の
日

散
る
紅
葉
浅
瀬
に
色
を
重
ね
け
り

銀
色
の
夕
日
な
だ
る
る
芒
原

一
幅
の
絵
と
な
る
窓
の
照
紅
葉

冬
に
入
る
黄
鶲
の
声
ま
だ
聞
か
ず

我
が
軒
へ
薪
を
積
み
て
冬
囲
ひ

山
粧
ふ
木
地
師
の
里
の
匠
技

指
ご
と
に
入
れ
る
靴
下
暮
れ
迫
る

小
春
日
や
恋
路
峠
を
歩
み
行
く

女
人
堂
あ
た
り
の
嶽
や
雪
催
い

水
く
ぐ
る
大
根
白
く
輝
け
り

天
高
く
た
だ
一
筋
の
飛
行
雲

掛
け
大
根
白
の
ま
ぶ
し
き
一
日
目

小
春
日
や
ち
び
っ
子
マ
ラ
ソ
ン
空
真
青

真
青
な
る
空
ひ
し
ひ
し
と
冬
桜

友
達
の
妻
の
訃
報
や
冬
ざ
る
る

唐
松
の
キ
ラ
キ
ラ
と
舞
ふ
昼
下
り

小
春
日
や
己
が
影
踏
み
子
等
は
し
ゃ
ぐ

紅
葉
散
る
塩
尻
峠
二
人
旅

野
菜
引
く
孫
も
手
伝
ふ
小
春
空

日　

義　

 

田　

中　

兼　

昭

上　

松　

 

徳　

原　

キ
ヨ
子

奈
良
井　

 

工　

藤　

勇　

三

上　

松　

 

福　

邑　
　
　

忠

日　

義　

 

明　

嵐　

久　

子

上　

松　

 

池　

田　

郁　

代

大　

桑　

 

垣　

外　

安
喜
子

王　

滝　

 

小　

山　
　
　

誠

南
木
曽　

 

山　

田　

富
美
子

木　

祖　

 

佐
々
木　

千
代
子

上　

松　

 

吉　

村　

行　

男

福　

島　

 

柴　

山　

安　

子

贄　

川　

 

小　

澤　

典　

子

日　

義　

 

手　

塚　

フ
サ
子

王　

滝　

 

水　

宅　

ゆ　

き

上　

松　

 

徳　

原　

義
一
郎

南
木
曽　

 

楯　
　
　

美　

江

福　

島　

 

和　

田　

迪　

子

贄　

川　

 

小　

澤
ゆ
ず
り
ん

上　

松　

 

武　

居　

和　

江

上　

松　

 

石　

田　

な
つ
子

三　

岳　

 

南　

村　

美
千
代

【
選
評
】
●
兼
昭
さ
ん
…
…
… 

社
会
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
す
ん
き
漬
」。
茎
漬
と
共
に
冬

の
風
物
詩
で
も
あ
る
。
酸
味
が
主
で
じ
わ
じ
わ
と
漬
る
様
子
が
分
る
。

●
キ
ヨ
子
さ
ん
…
… 

ど
ん
よ
り
し
た
よ
う
な
日
に
見
か
け
る
、
ふ
わ
ふ
わ
飛
ん
で
野
良
仕
事

へ
の
労
い
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

●
勇
三
さ
ん
…
…
… 

新
嘗
祭
が
勤
労
感
謝
の
日
に
な
っ
て
久
し
い
。
勤
労
者
ば
か
り
で
な

く
、
農
具
に
も
磨
い
て
感
謝
す
る
。
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

選
者
の
一
句　

  
打
つ
水
に
踊
る
を
宥
め
蕪
洗
ふ

古  

坂
　
　
房  

選

尾
羽
林 

も
と
ゑ  

選

俳
句
募
集

※一人ハガキ１枚に作品３句以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ郵送してください。

　　　　　　  【投句先】〒397-0002 木曽町新開2795-2   「古坂　房 先生」宛
　　　　　　  ［締切日は設定しません、いつでもご投句ください。≪毎月発表しています≫］

短
歌
募
集

※一人ハガキ１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投句先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島3807-1   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［編集の都合により、１月末日までの到着はがきにて選考いたします。≪３月号掲載作品を募集中です≫］
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き り と り 線

16ページ「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙  1・2月合併号 №360

答え（番号）　

 〒　　　  -　　　　　　　 ☎　　　　　　　　　　　 

 ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　男   ・   女  

＊応募の締切　１月31日㈭
＊ご応募は、お１人様１枚を有効とさせていた
だきます。用紙が足りない場合は各支所窓口
にご用意しておりますのでお尋ねください。
＊ご記入いただいた個人情報は、景品の発送以
外には使用いたしません。
＊ご意見ご要望や情報は、クイズの解答に関係
なくこの用紙のウラをご利用ください。
 年齢　　　　　　　才 

こちらの用紙を切り取っていただきＪＡ木曽本支所窓口およびＡ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しください。

おもて

　

年
金
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専
門
家
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か
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す
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ま
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年
金
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ら
せ

●
12
月
27
日
㈭　

開
催

【
報
告
事
項
】

①
業
務
一
般
経
過
報
告
に
つ
い
て

②
組
合
員
の
状
況
報
告
に
つ
い
て

③
各
事
業
報
告
に
つ
い
て

④
平
成
30
年
度
第
３
四
半
期
余
裕
金

の
運
用
に
つ
い
て 

ほ
か

【
協
議
事
項
】

①
11
月
末
事
業
現
況
に
つ
い
て

②
木
曽
地
域
振
興
㈱
第
３
四
半
期
決

算
に
つ
い
て

③
㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
第
３
四
半
期
決

算
に
つ
い
て

④
資
産
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

⑤
新
た
な
Ｊ
Ａ
長
野
県
中
央
会
へ
の

加
入
に
つ
い
て 

ほ
か

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

今
月
の
年
金
相
談
会

　

１
月
10
日
㈭　

木
祖
支
所

　

１
月
23
日
㈬　

南
木
曽
支
所

　

１
月
24
日
㈭　

上
松
支
所

　

１
月
29
日
㈫　

木
曽
福
島
支
所

来
月
の
年
金
相
談
会

　

２
月
20
日
㈬　

大
桑
支
所

＊
３
月
の
年
金
相
談
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

■「なんでも相談会」の開催
　①１月20日㈰
　②２月24日㈰
　　会場：ＪＡ虹のホールきそ
　　時間：午前９時～午後５時 
※上記日程以外にも随時相談を承ります。

■出張相談のご案内
　ホールまで遠い、足がないなどでお困
りの皆様へ、虹のホールよりご自宅へ伺
い相談対応致します。

　葬儀・法事は勿論、終活の一環としても
構いません。日頃気にかかる事がありまし
たらお気軽にご相談ください。
　尚、恐れ入りますが訪問日時は要相談、
予約制となりますのでご了承ください。

ＪＡバンクからのお知らせＪＡバンクからのお知らせ

ＪＡ教育ローンキャンペーン進路が決まったら、ＪＡバンクへ一直線進路が決まったら、ＪＡバンクへ一直線
キャンペーン 2019年４月30日まで

必要資金が決まっていて、繰り返しお借入の
必要がない方は証書貸付型をご利用ください。

【保証料別途】
年0.36%または年1.00％の保証料がかかります。

最軽減金利
[変動金利] 年 1.25 ％ ご融資金額

最高1,000万円

証
書
貸
付
型

カ
ー
ド
ロ
ー
ン
型

専用ローンカードを発行し、貸越極度額の範囲に
おいてATMから繰り返しお借り入れができます。

【保証料別途】
年1.30%または年1.35％の保証料がかかります。

最軽減金利
[変動金利] 年 1.25 ％ 貸越極度額

最高500万円

　JA木曽 検索
※当ＪＡとのお取引状況によっては、上記最軽減金利が適用されない場合もございます。
※詳しくはお近くのＪＡ窓口またはローンセンターへお問い合わせください。
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き り と り 線

１、ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望（どんなことでも、お聞かせください）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２、身近な出来事・話題など、情報をお寄せください（広報誌にて紹介させていただく場合がございます）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う　ら 「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙

おたよりコーナー

日照不足で生育が遅れていた野沢菜も何とか平日照不足で生育が遅れていた野沢菜も何とか平
年並みになり、ねぎ、大根に続いての収穫作業年並みになり、ねぎ、大根に続いての収穫作業
が終わり、今年の家庭菜園の仕事も終わりましが終わり、今年の家庭菜園の仕事も終わりまし
た。やれやれ。 （奈良井：工藤た。やれやれ。 （奈良井：工藤さん　さん　88歳）88歳）

先日、堆肥を畑にまいていたら、カブト虫の幼虫先日、堆肥を畑にまいていたら、カブト虫の幼虫
がごろごろ沢山出て来てビックリしました。来夏がごろごろ沢山出て来てビックリしました。来夏
には立派なカブト虫になってくれる事でしょう。には立派なカブト虫になってくれる事でしょう。
 （日義：平山 （日義：平山さん　さん　81歳）81歳）

ＪＡ祭での焼きそばがとてもＪＡ祭での焼きそばがとても
美味しかったです。 美味しかったです。 
 （福島：小林 （福島：小林さん　さん　22歳）22歳）

10月上旬から1.5km、往復３km位の「ウォーキング」雨の10月上旬から1.5km、往復３km位の「ウォーキング」雨の
日以外、毎日はじめてます。距離をもう少し長くしようと思日以外、毎日はじめてます。距離をもう少し長くしようと思
います。歩くことは大切ですから、老体にむち打って……。います。歩くことは大切ですから、老体にむち打って……。
電池式ポンプほしいなあ……。 （開田：中村電池式ポンプほしいなあ……。 （開田：中村さん　さん　72歳）72歳）

今年もカブ取りの時期が来ました。昨年今年もカブ取りの時期が来ました。昨年
願った通り、今年もまた親子で収穫する願った通り、今年もまた親子で収穫する
事が出来、有り難く感謝と喜びでいっぱ事が出来、有り難く感謝と喜びでいっぱ
いです。ただ残念なことは、大切にしていです。ただ残念なことは、大切にして
いた王滝カブでは無く、異なるカブに化いた王滝カブでは無く、異なるカブに化
けていた事です。でもいつもの様に漬けけていた事です。でもいつもの様に漬け
込みました。漬け上がりが楽しみです。 込みました。漬け上がりが楽しみです。 
 （王滝：元島 （王滝：元島さん　さん　94歳）94歳）

平成30年11月中にいただいたおたよりから平成30年11月中にいただいたおたよりから

　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（第35条の5理事の
職務の執行監査）および農協法施行規則（第81条監査の為の情報収集）に基づ
き、理事の職務の適正な遂行を阻害する行為に関する情報（組合経営に関する事
象に限る）提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行為について、見たり聞いたりした
事柄があれば封書にて下記宛に送付くださいますようお願いします。（住所・氏
名・電話番号をご記入ください）

木曽農業協同組合　監事会　

「組合員からの情報提供受付窓口」ご案内「組合員からの情報提供受付窓口」ご案内

【送付先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島3807-1　☎ （0264） 22-2128
  　　　　木曽農業協同組合　監事室　　（受付監事）常勤監事　古田 一昭 宛
＊ 当組合の業務に関する一般的な苦情については、 別途窓口を設置しておりますの
で、 そちらをご利用ください。
＊ ご好意による情報提供であっても、 誹謗・中傷に類する内容のものは受付いたしか
ねますので予めご了承ください。

【一般苦情相談窓口】住所：木曽郡木曽町福島3807-1　　☎ （0264） 22-3997
  　　　　　　　　木曽農業協同組合 担当部署：企画管理部リスク管理課 宛

広
報
誌
「
Ｊ
Ａ
き
そ
」
２
月
号
休
刊
に
つ
い
て

　

毎
度
広
報
誌
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
号
は
都
合
に
よ
り
２
月
と
の
合
併
号
で
発
行
い
た
し
ま
し

た
。
従
っ
て
、
２
月
号
の
発
行
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
何
卒
ご
了

承
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

● 

短
歌
・
俳
句
を
ご
投
稿
の
方
へ
… 

２
月
分
ご
投
稿
（
４
月
号
掲
載
分
）
は
２
月
号
休
刊
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
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《お申込み・お問い合わせ》《お申込み・お問い合わせ》
ＪＡ木曽 生活センター　☎0264-23-2112ＪＡ木曽 生活センター　☎0264-23-2112

お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

せりは春の七草の一つで、薬用にも使われてい
ました。せりにはβ-カロテンやビタミンＣが
多く含まれます。β-カロテンは必要に応じて
体内でビタミンＡに変わり、粘膜などを正常に
保つ働きがあり、ビタミンＣとともに免疫機能
を高める働きがあります。また、貧血予防等に
効果がある葉酸やカルシウムやカリウムなどの
ミネラルや食物繊維なども含んでいます。

一口メモ

豚肉とせりのかき揚げ
① 豚肉は２～３cm幅に切ります。
② 生姜はすりおろします。
③ ボールにⒶ、②の生姜を入れ混ぜ合わせ、①の豚肉を漬
けます。

④ せりは３cm程度の長さに切り、水にさらします。
⑤ ④のせりがシャキッとしたら、ペーパータオルなどで水
気をしっかり拭き取ります。

⑥ ③、⑤を混ぜ合わせ、あげらく天を大さじ２～３杯程度
加えさっくりと混ぜ合わせます。

⑦ 残りのあげらく天は表示通り水で溶き、⑥に加えます。
⑧ 揚げ油を170℃程度に熱し、⑦をお玉１杯程度ずつ入れ、
形を整えながら揚げます。

作り方

材料

（２人前）

信州豚もも肉うす切り … 200ｇ 　┌ しょうゆ …… 大1/2
せり …………………… １束 Ⓐ│ みりん ……… 大1/2
生姜 …………………… 1/2片 　│ 酒 …………… 大1/2
あげらく天 …………… 適量 　└ 白ごま ……… 大２
揚げ油 ………………… 適量

JAお役立ち生活情報
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〈ホームページ〉
http://www.ja-kiso.iijan.or.jp
2019.１月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱

□発　行：木曽農業協同組合
　　長野県木曽郡木曽町福島3807-1 〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　髙橋 　德 環境に優しい再生紙とベジタブルインキを使用しています。

挑
戦
挑
戦
！！

ま
ち
が
い
さ
が
し
に

頭
の
体
操

　今回は「セミセルフレジ」を導入稼働したＡ・コープ
きそ店からの問題です。
　上と下の写真を比べると、３ヵ所の間違いがありま
す。挑戦してください。

　クイズの解答を募集します。
　解答用紙はＪＡ木曽本支所窓口または本誌13ページ下
段の用紙を切り取ってご利用ください。答えとＪＡや広報
誌への意見・要望を記入し、ご応募ください。
※ただし、お一人様一通の応募としてください。
　正解者の中から抽選で７名の方に
家庭用凍結防止剤
「てがるに凍結予防」（１㎏）をプレゼント。　　
（一部発表は発送をもって代えさせていただきます。）
◎応募の締切　１月31日㈭
※印刷によるキズや汚れは関係ありません

※出題エリア№は、
　左図の通りです。
　番号を確認のうえ、
　ご記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥
⑦⑦ ⑧⑧ ⑨⑨

12
月
号
の
答
え

③
・
⑦
・
⑧
で
し
た
。

（
間
違
い
探
し
の
答
え
は

こ
こ
）

■ テ  ー  マ 『木曽の風景』…木曽の自然・農業・くらし、農村の四季の風景や風物詩、農作業の様子。
■ 撮影地域 ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）で2017年（平成29年）
 １月１日以降に撮影したもの。
■ 募集期間 2019年（平成31年）１月１日～８月31日
■ 応募資格 ＪＡ木曽管内（塩尻市楢川地区含む）に在住の方。
■ 応募規格 ⑴デジタルカメラで撮影したカラー写真に限ります。
    （1,000万画素以上、JPEG形式、最高画質モード、
 　  合成、加工・修正・組写真不可、携帯電話での撮影は不可）
 ⑵写真サイズは横長の写真とします。
 ⑶被写体の肖像権（顔の判別不可含む）については撮影者が必ず了解を得てください。
■ 応募方法 ⑴応募作品のプリント見本（カラープリントＡ４判）をご提出ください。
 　各部門一人何点でも応募可能です。ただし、未発表の作品に限ります。
 ⑵下記項目を写真裏面に記載してください。
 　①住所　②氏名　③年齢　④電話番号　⑤タイトル　⑥撮影地、撮影時期（年月）
■ 審　　査 ＪＡ木曽の関係者等により厳正に審査を行います。
■ 発　　表  審査結果は、ＪＡ広報誌、ホームページ等で発表します。採用者には別途、審査結果をご連絡

し、写真データ（ＣＤ-Ｒ又はＥメール）を提出していただきます。
■ 賞（褒賞） カレンダー賞　 ４名…採用作品１点につき　ＪＡまごころ商品券10,000円＋副賞
 佳　　　作　13名…採用作品１点につき　ＪＡまごころ商品券 5,000円＋副賞
 応募者全員に参加賞を進呈
応募に際しては、応募上の注意事項等を定めた応募要項がありますので必ずご覧ください。ＪＡ木曽各支所、
本所にご用意しています。当ＪＡのホームページでもご覧いただけます（アドレス　本ページ欄外参照）。

応募作品送付と
お問い合わせ先

〒397-0001 木曽郡木曽町福島3807-1　ＪＡ木曽 企画管理部 組織相談課 広報係
電話  0264-22-2128　　Ｅメール  kouhou@kis.nn-ja.or.jp

2020年
版版
ＪＡ木曽カレンダー木木木木木木木木木木曽曽曽曽曽曽曽曽曽曽カカカカカカカカカカレレレレレレレレレンンンンンンンンンダダダダダダダダダダーーー＆＆広報誌表紙写真募集広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌表表表表表表表表表表紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙写写写写写写写写写写写真真真真真真真真真真真募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集

解を得てください

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

11
月
号
当
選
者
は

　

原　
　
　

良　

弘 

さ
ん

　

大　

蔵　

さ
よ
子 

さ
ん

　

沼　

田　

智　

穂 

さ
ん

　

可　

児　

寿
美
子 

さ
ん

 

以
上
４
名


